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次のとおり令和７年度の学校評価について報告します。

１ 本年度の重点目標

「『つながる・ふみだす・追い求める』音高生の育成」

１ 基礎・基本の定着を図るとともに新学習指導要領の掲げる資質・能力を育成する学習指導

２ 規範意識を確立し自己肯定感と自己指導能力の向上を図る生徒指導

３ 基本的な生活習慣を確立する健康・安全指導

４ より高い目標に挑戦しようとするチャレンジ精神の涵養と実現を支援する進路指導

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

分掌間を調整し、効率的な学校運営を行 保護者・地域の理解は地域とともにある
総務部 うことができた。 教育のために重要なので、さらに地域理

地域連携・保護者連携を推進できた。 解を推進してほしい。

改善方策 学校HPやパンフレットの充実等、さらに地域での学校理解を進める。

教務部 主体的に学ぶ態度の育成に課題がある。 アンケートにおいて、わかる授業づくり
授業配信の体制づくりを進め、校内研修を に対する評価が低いので、ぜひ改善を願
行うことができた。 う。

改善方策 効果的な校内研修を実施する。

一部の生徒ではあるが、服装頭髪、校舎使 すべての生徒が安心して学校生活を送れ
生徒指導部 用状況等の指導に課題がある。 るよう頑張ってほしい。

いじめや人間関係のトラブルには組織的
に対応できた。
生徒の地域貢献活動には評価が高い。

改善方策 基本的生活習慣に関し、校内体制を整え改善を図る。

外部との連携等、積極的な進路指導を進 アンケートにおいて、進路に関する項目
進路指導部 め、保護者からも良い評価を得た。 の満足度が高かった。継続を望む。

３年間を通じたキャリア教育について、
授業や探究との連携を含め、見直しを図る。

改善方策 教務部総務部と連携し、計画的なキャリア教育を実施する。
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